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1  は  じ め  に

宮城県におけるリンゴの栽培面積は,昭和46年 の1,230

"を
ピークに,昭和50年は1,000ん a,昭和60年には514た

と年々減少傾向にある。そのような中で,十数年前からわ
い性台木利用による,ふ し,つかるの栽培が始まり,若千

の増加傾向がみられる。

しかし,不良天候下における花芽形成の不安定化.及び

開花結実の遅延に伴う果実肥大,収量.品質の不安定が問

題となっている。また, リンゴ樹は耐陰性が弱く,収量・

品質に及ぼす光条件の影響が大きいといわれている。

本試験ではM26台る、じ成木を用い樹体生育と果実品質 ,

着果数に及ぼす光条件の影響について調査したので報告す

る。

2 日場条件及び試験方法

圃場は開園時に第二細層凝灰岩の丘陵地を基盤整備した。

上壌は腐植に欠く埴壌土,強酸性で塩基に欠き,有効態燐

酸は1″以下と少ない。

M26台ふじ成木 (昭和50年 12月 に 2年生苗を定植し,昭和

58年度まで土壌改良試験実施)を供試し,昭和59年より 2

年間,樹の全体を50%遮光の黒寒冷紗で遮光して,着果そ

う数,収量,品質等を調査した。試験規模は1区 2樹とし

た。なお,栽植距離は 4π ×2れ ,整枝法はフリースピン

ドルプッシュ仕立てとし,樹冠 ドは清耕とした。

施肥量は宮城県のわい化リンゴ栽培の標準施肥 (窒素 ,

燐酸,カ リ各々成分で10α 当たり10-5-10″ )と した。

遮光処理期間は表 1に示すとおりである。

表 1 試験区内容

3試 験 結 果

遮光により,3月 の晴天時に日射量で52%,気温で 2℃

低下した。

昭和59,60年の生育概況は表 2に示すとおりで,昭和59

年は 3～ 4月 にかけての異常低温,4月 中旬の降ひょう,
降雪の影響により発芽・展葉期で10日 ,開花始期で13日 ,

満開日では16日 ,収穫期で 1週間の遅れが見られた。昭和

60年は平年並に経過 し,収穫期で5日前後早まった。

表2 生育状況 (月 日)

項 目 発芽期 巳 奎 詢
開 花 期 収穫期

始  満  終 始 終

昭和59年

昭和60年

417
427
418

11 19～ 23

11 26

■ 14

樹体生育を年間幹周肥大率で見ると,表 3に示すとおり,

開花期～花芽形成湖までの遮光による影響を大きく受け,

全期間遮光区,前期遮光区で劣った。

着果そう数は表 4に示すとおり,遮光 2年目で顕著な差

表3 年間幹周肥大率 (対前年比)

前期遮光区

後期遮 光区
全期間遮光区

遮 光 処 理 期 間

1無 遮 光 区
2 前 期 遮光 区
3 後期 遮 光 区
4 全期間違光区

注 花芽形成期は8月 1日 とした。

表4 着果そう数と果実収量 (1樹当たり)

理処
着 果
そう数
着果数
(個 )

平均一
果重

(タ

収 量
(″ )

昭
和
”
年

無 遮 光 区
前期遮光 区

後期遮 光 区

全期間遮光区

1040
955
1170
1215

'7 5890
1130
1150

205

180

152

153

24 3

16 0

172
17 6

昭
和
６０
年

2

3

4

1 無 遮 光 区

前期遮 光区

後 期遮 光 区

全期間違光区

1315
780
124 5

315

128 5

73 0

1195
270

252

225

182

178

326
165
218
48
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表 5 果実の大きさ別割合 (個数 %)

が現われ,年間幹周肥大率と同様に開花期～花芽形成期ま
での速光により減少する傾向が見られた。平均一果重では

無遮光区に比べて前期遮光区で25′ ,後期遮光区で50夕 ,

全期間違光区では50～70夕 軽くなった。また,収量も同様

に,無遮光区を100にすると,前期遺光区で506,後期遮

光区で 669,全期間違光区では 147と遮光による影響を
大きく受けた。

果実の大きさ別割合は表 5に示した。昭和59年は全般的

M2L理処 3L

0

0

0

0

22
07
0

0

2S  3S /1ヽ 玉

昭
和
５９
年

昭
和
６０
年

果実品質表 6

処

無 遮 光 区

前期遮 光 区

後期遼 光区

全期間遮光区

無 遮 光 区

前期遮 光区

後期遮光 区

全期間違光区

1無 遮 光 区
2 前 期遮光区
3 後期連光区
4 全期間違光区
1無 遮 光 区
2 前期遮光区
3 後 期遮光区
4 全期間遮光区

0        0

0       0

0        0

0    04

27  153
21   75
0    17
0    37

59  194
0     146

09   53
1 3   109

25 7    28 4

254   253
67  155
167   130

174
167

171
15 8

135  194  418
13 5    21 3    506

142   177   619
92    183    59 9

104    82    71
158   116   116
144    20 9    406

7 6    11 1    486

160  052   32
160     0 46     38

14,    042     28
14 2     0 44      2 1

嘉最着晟F積 摺最〒1∫ 濫i蠣 )りれ,酸 稽
入
数

昭
和
５９
年

昭
和
６０
年

3 5      80

4 2       87

36     80
3 2      79

36     80
4 5      83

30     63
2 8      66

45
58
48
44

44
54
35
28

164   141   041    33
15,    14 1    040     2,
16 2     14 2     0 43      2 1

17 0     13 0     0 49     1 8

な生育の遅れから,各処理区とも全体的に小玉で処理間差
は見られなかったが,遮光 2年目の昭IB60年で差が現われ ,
花芽形成から収穫までの速光により果実肥大が悪く,3S
～小玉の割合が増加した。

果実品質は表6に示すとおりで,前期のみの遮光で果実

表面のクロロフィルム含量の低下により,着色が促進され ,
地色のぬけも促進された。糖度は全期間の遮光により, 1

～ 2%低下した。硬度,リ ンゴ酸含量では処理間の差は見
られなかった。

4 ま  と  め

1)開花期～花芽形成期の遮光により,着果そう数が減
少し,幹周肥大率も低下した。

2)花芽形成期～収穫期の遮光により,果実肥大が劣り
3S～小玉の割合が増加した。
3)果実品質は全期間の遮光で 1～ 2%低下する傾向が
見られたが,硬度,リ ンコ酸含量では,判然としなかった。
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